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症例は 72歳男性. 2000年に糖尿病性腎症による末期
腎不全の診断で血液透析導入され, 10年の透析歴あり.
2002年,二次性副甲状腺機能亢進症の診断で副甲状腺摘
出術施行.内シャント血流障害の診断で,複数回にわた
る PTA歴あり,バイアスピリンを内服していた.透析開
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